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健康科学部 作業療法学科

■ 研究業績等 研究の概要

研究の詳細

【著書】
・  教科書  『レクリエーション第3版 活
動と参加を促すレクリエーション 第
3 章 脳血管障害（成人）』 三輪書店 
（共著）:2021/02

・  教科書  『臨床作業療法NOVA, 認知
症の作業療法 , 観察力と認知症の作
業療法過程各論 , 学びと観察』青海
社（共著）:2021

【論文】
・  学 術 論 文  「Neuropsychiatric 
I n v e n t o r y  Q u e s t i o n n a i r e 
a s soc i a ted  w i th  cogn i t i ve 
function, age, and duration of 
educat ion in  pat ients  wi th 
Alzheimer's disease」 Dementia 
a n d  G e r i a t r i c  C o g n i t i v e 
Disorders,2022;51(3):285-290.  
（共著）:2022/11

・  学 術 論 文  「Analysis of Latent 
Factors Underlying Conceptions 
of People with Dementia and the 
Effects of Social Resources」 
Biomedical Journal of Scientific 
&  T e c h n i c a l  R e s e a r c h 
3 9 ( 2 ) : 3 1 1 3 6 - 3 1 1 4 3  （ 共
著）:2021/10

・  学術論文  「COVID-19 流行下におけ
る団地高齢者と大学生のリモート型
世代間交流の実践」 世代間交流学会
誌 11(1):41-47 （共著）:2021

【学会発表】
・  COVID-19 流行下における高齢者の
作業剥奪状態の調査研究 －世代間比
較と新しい生活への適応－（第 55
回 日 本 作 業 療 法 学 会 全 国 大
会）:2021/09/10

・  地域活性化を目的とした世代間交流
の取り組み - コロナに配慮したリ
モート型健康イベントを通しての発
見 -（第 55 回 日本作業療法学会 全
国大会）:2021/09/10

・  高齢者を対象としたオンライン「も
のづくり教室」の取り組み（第 55
回 日 本 作 業 療 法 学 会 全 国 大
会）:2021/09/10

高齢者と若者の新しい共生の形とは何か

異世代ホームシェアリング　共生　エスノグラフィー　ヘルスプロモーションキーワード

■研究・技術のプロセス　□研究事例 □研究成果 □使用用途・応用例 ■今後の展開

　日本では高齢化と世帯規模の縮小を背景に、「異世代ホームシェアリング」が近年注目を集めてい
ます。これは独居高齢者が、若者に自宅の空き部屋を低廉な家賃で間貸しすることで、それぞれがメ
リットを享受できる新しい地域共生の仕組みです。高齢者の社会的孤立や孤独死が問題視される中、
異世代ホームシェアリングは高齢者に活気ある生活を与え、また若者による「緩やかな見守り活動」
としての機能も果たすため、福祉的意義も大きいと言えます。
　本研究では、国内で初めて行政と民間企業が共同して異世代ホームシェアリングを推進している

「京都ソリデール事業」に焦点を当て
ます。2015年から始まったこの事
業は、京都府や委託企業、学術機関、
高齢者団体、学生団体等が関わり、
これまでに54組（2022年 4月時
点）のマッチング実績（高齢者と若
者の同居成立）があります。
　関係者へのインタビュー等の実施
や、エスノグラフィーの分析手法を
用いることで、異世代ホームシェア
リングの実態を解明していきます。

　本研究では、異世代の二者が共生する現場の実態を把握するために、以下の視点を主軸としたイン
タビュー調査を実施します。
①異世代の共同生活によって生じる問題と利点
②生じた問題に対する両者の対応策
③異世代ホームシェアリングを開始するまでに至った経緯や同居が継続している理由
④同居を解消したケースの理由やプロセス
　「異世代ホームシェアリング」は地域共生社会の実現に向けた新しい取り組みであり、国内で具体
的事例を取り扱った既存研究はほとんどありません。
　今後は、国内の先進事例を踏まえた実践モデル研究への発展や、京都ソリデール事業の要素分析に
よる事業評価アセスメントの開発、高齢者社会福祉政策への提言等を目指します。

ご連絡窓口 京都橘大学リエゾンオフィス（学術振興課）　TEL：075-574-4186　E-mail：aca-ext@tachibana-u.ac.jp

産学官連携先に向けた

アピールポイント

対応可能なもの ■講演　■研修　■研究相談（学術指導）　□学術調査 ■コメンテーター　■共同研究・受託研究

図：京都ソリデール事業フレームのイメージ図

・国内初の官民連携型異世代ホームシェアリング推進事業を研究対象としている点

・  これまで建築学領域として扱われていた異世代ホームシェアリングを、福祉的視

点で捉えている点
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